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昭和48年度主要事業執行状況一
-．T 

稲作転換事業で完成した岡田線

昭和49年 2月末現在

世帯敷 1,124戸
人口男 .2,137人

女 2,195人
計 4,332人

（前月比 3人減）

昭和48年賣振興事業一覧表

事 業 名 I 事 業 内

172.36吋

1,073m 

L= 1,292飢

L= 690m 

容

①岩谷集会所 1棟木造
②上鹿野川集会所 I/ - 147,25面
③第 4分団消防倉庫鉄骨一部木造平屋建52.9984吋
④中小藪消火栓施設配管 L= 562.8m 
⑤正覚消火栓施設 II L= 441.8m 
⑥下小藪防火水槽 40而級 1基
⑦中小藪防火水槽 20nt級
⑧小型ポ‘

1基

購 入
ノプ積載車

2台（岩谷，宇和川）

⑨郷集会所 1棟木造 68吋
⑩防犯灯新設 40W蛍光灯 23基
⑪カープミラー設置 I/ . - 8基
⑫同対嘉城道路 L =352.4m W~4.0m 
⑬上広常共同給水施

設 配管 L=

⑭本村共同給水施設 I/

⑮藤野原共同給水施
設 ”

⑮中津道路改良 L=292.5m、
⑰菟野尾地すべ

道
り農 L =734.6m 

⑱大平，森県費舗装 L=1,200m
⑲正山貸付事業 L= -655m 
⑳団体営大谷線 L = 782m 
⑪団体営上森山線 L = 532m 
＠団体営広常線舗装 L=1,066m W=4.0m 
⑬団体営鹿野川線 表止，ガードレー）レ他
⑭2次農構久保団地
造成 6.3加

⑮2次農構肱栄団地
造成 2.4如

⑮2次農構久下団地
造成 16.2位

⑰県単肱栄舗装 L=321m 
⑱県単小白木舗装 L =415m 
⑲県単力石農道 L=261m 
⑳稲転岡田線 L =950m 
R稲転トラクター導

入 1台

⑫稲転サイロ設置 6基
⑬団体営京造線 L =139m 
⑭県単怒田野尾線舗

装 L=360m W=3.0m 

⑮小藪渓谷整備事業遊歩道 L=414m 
⑮夜間体育照明施設肱中グランドに設置

W=4.0m 

W=3.5m 

W=3.5m 
W=5.0m 
W=3.5m 
W=3.5m 

W=3.5m 

1事業費

千円
7,000 
4,855 
1, 162 
1,0・10 
729 

1,055 
1,020 

2,800 

3,000 

醤
15,400 

2,546 

3,326 

2,250 

8,950 

18,210 

8,460 
5,000 
10,900 
9,400 
7,263 
1,500 

15,830 

7,405 

37,090 

W=3.0m,...,5.0m I 2,000 
W=3. Om I 2,500 
W=3.0m I 4,000 
W=3. 5m 123,000 

879 

2,107 
3,000 

3,000 

2,130 
2,500 

に I II 

今 ズ住
年でみ
度あが
はりい

覧肱あ
表 川る
に町町
掲仁 II

りこし、除 長 よ 航 安 も し 価 消 し ぼ 財 え ま世信騰機済 昭 げ以 II

現 う くし等色蓋に‘まア耗し政どこし情頼‘に社和さ ての肌
時い早役かと計材よ物しツ品‘上ものた不感人よ会三て い目の
点う期かしし画 る不たプ等役に例情°安は心るか十‘ る的ふ
で世着は‘ての不工足°では場大外勢

足 に 薄は物 ら年昭 事でれ
は情工当町現変、事かま入品できでは 満 れ乱資ー来和 業すあ
ft不 に初でわ更単請らた手不日 くは‘ ち‘れ不変の四 を°う
と安努 予はれ‘ 価負 < ‘困足常 影な肱 たか
ん を め 算 ‘ ま エ ア 契 る 各 難 と 使 響 く 川 年 つお

、足 し 、 高 十 行 町 自
度八 なで治

ど乗たに一し期ッ約世種を共用を‘町 でて互物石成年 いは“
がりた計部たのプの情事きにすお町と あ な い価油長度 ま ‘ ° 
完切め上を゜延に難不業た単るよ行い りいの高皇］邑竺 しここ ・

そさ円の件と産備千設と―設一給境る五会ュ自け七 成 たれれ

のん'-..,/他六しヘヘ円の財ー、 —水整 町千所二治で千＝し らは

価の等＾〇て経八シ整産‘改 —施備“円建 テ“す円天利 の肱
値有こ五‘の済基゜備を五良千設のをジ築ィをが‘件用 目川
を効れ件 三二'-..,/二交へ守 八 舗円の - 築 oへの行、こ、 さ 的町
発なら七二次基〇通六る三装ジ整環く II 三拠な／／れ二れ をの
揮利は、五農盤 0安件た千へ゜備とた住件点う肌は 饂 て 達 キ
す用い七千構整千全七め円一道 □ しめみーとたの主—ぃ 成ャ
るにず 円事備円施‘のツ五 てのが四 しめふ要ーま す ツ
こよれ八'-..,/業の'-..,/設七消 0 件路扉の生ぃヽてのれ事ヽす るチ
とつも六 ペ ―°の七防生ーの八 共活の 八のコあ 業六。 たフ
がて皆千そ三環生整六施命億新‘同環ぁ五集ミうだ四

振興事業実施地区位置図 ．
転入 10人

したとめ資で
の ‘ 昭 ‘ に を ぎ

転出 17人

で よ 和 始 も 無 る （出生） 、6人

す り 四 動 皆 駄 も
大和 沖裕美ちゃん

° —＋のさなの
敷 水 乗田理抄ちゃん

層九音んもで
瓜生谷 東息喜おゃん

の年のののす 上鹿野川森巨人ちゃん
協度聞充と。 中居谷 藤原優勝ちやん

カ事こ分し 多
中野 冨永賀子ちゃん

を 業えな な額 （死亡） 2人
願に だ活いの ｝上嵯峨谷竹森沖平さん

. -：竺―ーし用／こ投 町 東躾太郎さん~1
,

0
午

J
 

•
/
＼
'
、

一

・

,

I

 

・
隅中

）

蒼

＇

）

場

9
)
¥
iへ、

‘

●

役

、＼
‘

っ`
‘
•
宿
、
＼

一

働

・

・

名

7‘

◎
¥

．
 ．
 

・-
t
ー
／

I

～9

ー

、
ー
・

J
~

「

..

..9)
，

•l 
、

・
-

/、

• 
(
 

• 
字祁）II

愚

．．
 

填

•• .•. 
烏．．
 

山

z
↑
 

.
9
 

／
 

.•• ー

発行

は川町企●●菫奮

電粍肱川局 120
l!llll エヒメコープ印剛葡

: ... ~ 

稲作転換事業で導入したトラクター

重
度
心
身
障
害
者
の

医
療
費
が
無
料
に

l

四
月
一
日
か
ら
ー
|

（
四
月
一
日
か
ら
）

汲
取
り
料
金
四
十
四
円
に

環
境
衛
生
薬
品
の
申
込
み
は

部

落

長

さ

ん

へ
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一
三
九
人
が
献
血
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5

9

 

}
 

••• 

'

i
 

.
i

去
る
五
、
六

の
両
日
、
六
箇
所
に
お
い
て
実

施

し

ま

{

i
 9

"

 

[
し
た
献
血
に
は
、
一

三
九
人
が
献
血
を
さ
れ
ま
し
た
。

i

~
 

5

次
第
に
献
血
の
重
要
さ
が
認
識
さ
れ
、
大
勢
ご
協
力
{
尿
検
査

i

5

血
圧
測
定

i

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

。

｛

血
液
比
重
検
査

．
ぃ
助
産
婦
に

よ
る
診
察

～
 

{
0
乳
児
健
康
相
談

[
尚
‘
今
回
、
三
六
人
の
方
々
が
た
ま
た
ま
身
体
の
状

｝
 

＂

と

き

四

月

二
十
六
日
、
午

｛
況
に
よ
り
採
血
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
続
い
て
ご
協
力
へ

＂

｛

後

一

時

ー

三

時

i

の
程
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

5

と

こ

ろ

肱

川

町

公

民

館

．．
 5

対
象

者

生

後

ニ

ヶ

月

ー

お
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誕
生
ま
で
の
赤
ち
ゃ
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そ
の
他
希
望
者

て

鱈置国l
〇
妊
婦
健
康
相
談

と

ぎ

四

月

十

六

日
、
午
後
一
時
—
三

時
と
こ

ろ

公
民
館

内
容

ーヽ
ノ落

毎

年

実

施

い

た

し
て
お
り
ま

く
だ
さ
い
。
婦
人
会
の
分
も
必

部
云

す

環

境

衛

生

薬

品

（

害
虫
駆
除
ず
、

最
寄
り
の
部
落
長
さ
ん
を

（
 

匹

薬
、
消
毒
薬
）
の
注
文
受
付
け
通
じ
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

i
 

i
 

成
は
、
各
部
落
長
さ
ん
が
と
り
ま
い
。
今
回
以
外
、
又
は
個
人
で

め
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
は
取
り
つ
ぎ
を
い
た
し
ま
せ

ご
R一函装

と

一
舗
の
で
、
三
月
二
十
七
日
ま
で
に
ん
。

一
線

ュ
杯
忘
れ
ず

一
年
間
分
を
申
込
ん
で

-
i
 

』

し
尿
の
汲
取
り
料
金
が
、
四
な
お
、

汲
取
り
申
込
み
は
、

月
一
日
か
ら
一
八

t
当
り
四
十
一
週
間
位
、
余
裕
を
み
て
申
込

四
円
（
従
前
は
三
十
七
円
）
に
ん
で
く
だ
さ
い
。

改
正
さ
れ
ま
す
。

一
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
障
害
者

の
程
度
が
一
級
又
は
二
級
に
以
上
の
項
目
に
該
当
さ
れ
る
方

該

当

す

る

者

は

、

四

月

か

ら

医

療

費

が

無

料

一
、
重
度
の
精
神
薄
弱
者
に
な
り
ま
す
。
役
場
か
ら
手
続

一
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
障
害
き
を
さ
れ
ま
す
よ
う
通
知
い
た

の
程
度
が
三
級
か
ら
六
級
ま
＿
し
ま
す
。

で
の
者
で
中
度
の
精
神
薄
弱

広

li
町

n
u
u
)
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エ
デ
、
な
ど
が
茂
り
合
い
、
見

観
光
施
設
の
ひ
と
つ
と
し
て

計
画
し
て
お
り
ま
し
た
、
小
藪
事
な
自
然
の
姿
を
見
せ
て
い
ま

遊
歩
道
が
、
こ
の
仕
ど
完
成
し
す
。

ま

し

た

。

こ

の

淡

谷

は

、

県

立

自

然

公

全
長
約
四
五

0
試
、
橋
も
五
園
で
町
外
の
人
達
も
た
く
さ
ん

か
所
か
か
り
ま
し
た
。
町
内
で
来
ま
す
。
皆
ん
な
で
よ
ご
さ
な

は
、
は
じ
め
て
の
遊
歩
道
で
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

。

ま

だ

案

内

標

識

な

ど

は

で

き

す
規
模
と
し
て
は
、
あ
ま
り
大
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
鹿
野
川
吊

ぎ
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
蛇
滝
と
橋
か
ら
小
藪
川
ぞ
い
に
少
し
入

か
美
妙
の
滝
な
ど
の
変
化
に
富
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
皆
さ
ん
も

ん
だ
淡
谷
と
、
遊
歩
道
ぞ
い
に
一
度
散
策
に
お
い
で
く
だ
さ

は
、
ン
イ
、
ナ
ラ
ガ
ン
、
力

＿い。

＾ 1発生した火災 678件愛媛県内の主な火災原因

I _70 111--- ｀総出火件数 （昭和47年）
ふ 仕宅問係出火件数

主
な
火
災
原
因

‘-

-2-

四
月
に
は
、
新
入
学
（
園
）
児
が
町
に
あ
ふ
れ
ま
す
。

車
の
こ
わ
さ
を
知
ら
な
い
子
ど
も
も
い
る
で
し
ょ
う
。
こ
ど
も
を
み
た
ら
、

を
落
し

「
愛
の
徐
行
」
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

交
通
安
全
「
こ
じ
か
ク
ラ
ブ
」
の
活
動
を
強
化
し
て
、
ス
ト
ッ
プ
マ

ー

ク
で
「
と
ま
る
指

導
」
、
道
路
を
「
わ
た
る
指
導
」
、
道
路
へ
「
と
び
出
さ
な
い
指
導
」
を
徹
底
す
る
と
と
も
に

家
庭
に
お
い
て
、
地
域
に
お
い
て
交
通
安
全
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
事
故
の
防
止

最
近
、
自
転
車
利
用
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
正
し
い
乗
り
方
を
実
践
し
て
事
故
を
な
く
し
ま

し
ょ
う
。
と
く
に
夕
方
の
自
転
車
は
、
車
か
ら
み
え
に
く
い
も
の
で
す
。
自
転
車
に
は
、
ラ
イ

ト
や
反
射
テ
ー
プ
を
必
ず
つ
け
ま
し
ょ
う
。
四
月
六
日
か
ら
十
五
日
ま
で
全
国
的
に
こ
の
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

火
災
は
、
そ
の
筏
と
ん
ど

が
不
注
意
に
よ
る
も
の
で
、

あ
と
で
調
べ
て
み
る
と
防
止

で
き
た
も
の
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
見
る
と

同
じ
よ
う
な
火
災
で
も
、
そ

の
原
因
は
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て

い
ま
す
。

ど
う
し

て
火
災
が

ぉ
ぎ
た
か

を
く
わ
し

く
知
っ
て

い
た
だ
＜

た
め
に
、

県
内
の
過

去
の
火
災

＾

例

か

ら

そ

橋吊一

の
因
果
関
係
を
さ
ぐ
っ
て
み

た

て

、

ど

う

す

れ

ば

火

災

を

防

し成完こ
~
 

谷渓薮↑ヽ
 

ー

ぐ
こ
と
が
で
き
る
か
、
ま
た

そ
の
注
意
の
ポ
イ
ン
ト
は
何

か
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

ば
か
に
な
ら
な
い
タ
バ
コ

の
火

毎
年
、
全
国
の
火
災
原
因

の
一
位
は
、
な
ん
と
タ
バ
コ

の
火
で
す
。

火
の
つ
い
た
タ
バ
コ
の
温

度
は
七

0

0
度

C
、
吸
っ

て
い
る
と
ぎ
の
温
度
は
八
〇

0
度

C
の
高
温
に
な
り
ま

す
か
ら
、
衣
類
や
紙
、
木
材

な
ど
に
ふ
れ
る
と
く
す
ぶ
り

つ
づ
け
、
つ
い
に
パ
ッ
と
燃

え
あ
が
り
ま
す
。

タ
バ
コ
の
火
ぐ
ら
い
と
ば

か
に
せ
ず
、
正
し
い
喫
煙
の

マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ

う。
こ
と
も
の
火
あ
そ
び

こ
ど
も
の
火
あ
そ
び
か
ら

お
ぎ
た
火
災
が
毎
年
ふ
え
て

い
ま
す
。
幼
児
が
、
手
近
に

あ
っ
た
マ
ッ
チ
を
す
っ
て
あ

そ
ん
で
い
て
、
マ
ッ
チ
箱
に

火
が
つ
い
て
大
や
け
ど
を
し

た
悲
し
い
例
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
お
母
さ
ん
の
注
意

ひ
と
つ
で
防
げ
る
こ
と
で

す
。
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
な

ど
は
、
高
い
所
や
ひ
き
だ
し

な
ど
に
し
ま
う
習
慣
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

た
き
火

•
そ
の
場
を
は
な
れ
な
い
。

消
火
の
準
備
を
し
て
お
ぎ
一

応
火
が
消
え
た
よ
う
に
見
え

て
も
、
も
う
一
度
確
か
め
る

・
風
の
強
い
と
ぎ
や
、
異
常

乾
そ
う
注
意
報
の
出
て
い
る

と
ぎ
は
、
た
き
火
を
し
な
い

・
燃
え
や
す
い
も
の
の
近
く

で
は
、
火
を
た
か
な
い
。

ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
危
険
物

ガ
ソ
リ
ン
や
ベ
ン
ジ
ン

は
、
タ
バ
コ
の
火
で
も
す
ぐ

燃
え
あ
が
り
ま
す
。
ま
た
灯

油
や
て
ん
ぷ
ら
油
の
よ
う
に

火
が
つ
ぎ
に
く
い
も
の
で

も
、
あ
た
た
ま
る
と
、
ガ
ソ

リ
ン
と
同
じ
よ
う
に
す
ぐ
火

が
つ
く
も
の
で
す
。
て
ん
ぷ

ら
な
ど
を
揚
げ
る
場
合
に
は

そ
の
場
を
は
な
れ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

石
油
類
は
、
た
え
ず
蒸
発

し
て
燃
え
や
す
い
蒸
気
を
出

し
て

い
ま
す
。
こ
の
蒸
気
は

空
気
よ
り
重
い
の
で
床
や
ミ

ゾ
を
は
っ
て
流
れ
て
行
き
、

は
な
れ
た
火
も
と
で
も
燃
え

あ
が
り
ま
す
。
ベ
ン
ジ
ン
で

ジ
ミ
ぬ
ぎ
し
て
い
た
り
、
プ

．ラ
モ
デ
ル
を
組
み
立
て
る
の

に
火
の
つ
ぎ
や
す
い
接
着
剤

を
使
っ
て
い
て
、
遠
く
の
ス

ト
ー
ブ
な
ど
に
火
が
う
つ
り

火
災
が
お
ぎ
た
例
も
あ
り
ま

す
。
み
ん
な
で
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

寄生虫卵の検査結果

一
月
末
に
実
施
い
た
し
ま
し

た
寄
生
虫
卵
検
査
の
結
果
が
わ

か
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
実
施
者
数
一
、

三

0
0

人
中
陽
性
者
（
虫
卵
を
認
め
た

者
）
―
-
三
人
（
内
訳
、
姐
虫

一
九
人
、
鞭
虫
一

0
人
、
峠
虫
一

人
、
横
川
吸
虫
八
六
人
）
で
し

た
。
二
種
寄
生
三
人
。
な
お
、
虫

卵
保
有
者
に
対
し
て
は
部
落
常

＇

会
を
通
じ
て
通
知
票
を
さ
し
あ

げ
ま
す
が
、
通
知
票
の
な
い
方

は
今
回
は
虫
卵
が
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
。
虫
卵
保
有
者
に
つ
い
て

は
五
月
頃
に
追
検
査
を
す
る
予

定
で
す
の
で
、
そ
れ
ま
で
に
医

師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

＿肱川町は159.8トン

49年度の米生産調整

数量の配分決まる

，
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49指ホ量
159,800Kff 

• L 

300,000K<;; 

｀ 
4昇8詣量

164,800 271,740 

旦 ．． 

， 
203,805 274,710 
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生
活
保
護
者
に
は
特
別
一
時
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冨

．．． 
’` 

金
と
し
て
一
人
当
り
一
、
四

0
0
円
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

以
上
の
方
々
は
町
長
が
委
任

を
受
け
て
国
か
ら
県
を
通
し
て

改

.

～
最
近
の
物
価
の
上
昇
な
ど
経

0
福
祉
年
金
を
支
給
さ
れ
て
い
こ
の
給
付
金
を
受
取
り
支
払
い

日

生

.

5

済
情
勢
の
変
化
に
よ
り
日
常
生
る
者
（
老
令
福
祉
年
金
、
障
を
い
た
し
ま
す
が
手
続
き
に
つ

3
．
谷

館

）

）

民

館

l
（

中

公

）

）

民

｛

活

に

大

き

な

影

響

を

受

け

て

い

害

福

祉

年

金

、

母

子

福

祉

年

い

て

は

近

日

中

に

連

絡

し

ま

9
ー

3
式

会

肱

於

館

館

公

式

；

老

人

、

身

体

障

害

者

、

母

子

金

）

｝
世
帯
を
救
済
す
る
た
め
臨
時
の

0
児
童
扶
養
手
当
。
特
別
児
童
肱
川
町
で
の
生
活
給
付
金
支

工

表

於

（

民

民

（

成

．．
 

～

竣

発

（

談

公

公

診

落

。

ぃ

二

日

道

習

日

式

相

（

（

検

所

｝

措

置

と

し

て

生

活

給

付

金

が

三

扶

養

手

当

の

受

給

者

は

一

人

払

対

象

者

は

五

0
0
人
程
度

〗
ヽ

6

麟
／
麟
鱈
〗
麟
汀
ン
会
：
刀
中
に
支
払
わ
れ
ま
す
。
当
り
二
、
五

0
0円
が
支
払
に
な
り
ま
す
。

p

該
当
者
は
次
の
方
々
で
す
。
．

わ
れ
ま
す
。

ガ

集

ぃ

月

影

野

国

防

配

落

人

宮

谷

・

上
中
建
消
心
部
成
子
岩
~
[

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 
~
 

2
 日

日

日

日

日

日

日

[・

6
7
1
1
1
5
2
1
2
8
3

ハ

『●”..
...
..... ;・・・ー
．．．．．．．．．．．．．．．．． 

＊
 

．．．．．． 
『．．．．．．．
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

^
`
‘
(
（
‘
‘
‘
‘
‘
‘
‘
‘
‘
‘
‘
、
.
9
‘
‘
‘
‘
‘
‘
`
`
<：'

と
ん
な
こ
と
か
ら

・火
災
が
お
こ
る
か

ま
づ
ス
ピ
ー
ド

自
し
ゅ
く
し
ま
し
ょ
う
。

5

ま
た
、
自
動
車
の
燃
料
は
、

．

時
速
四
〇
キ
ロ
以
下
が
経
済
的
と
力
、
紙
な
ど
・

i

石
油
の
供
給
削
減
に
伴
な
う
行
楽
の
ン
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
い
わ
れ
ま
す
。
経
済
速
度
に
よ
そ
し
て
値
上
げ
で
す
。
く
ら

緊
急
事
態
に
対
処
す
る
た
め
、
し
た
が
、
バ
ス
な
ど
を
利
用
し
る
走
行
を
励
行
し
、
こ
の
運
動
し
の
中
の
ム
ダ
の
発
見
と
節
約

全
国
的
に
こ
の
運
動
が
す
す
め
た
り
、
近
所
で
一
家
だ
ん
ら
ん
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
を
考
え
る
よ
い
機
会
で
す
。

•
△
あ
な
た
の

「声
」
を
お
よ

ら

れ

て

い

ま

す

。

を

楽

し

む

こ

と

な

ど

に

よ

り

、
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せ
く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ん
の
も

い
わ
ゆ
る
盲
腸
炎
と
よ
ば
れ
＿
す
病
気
に
、
食
中
毒
、
胃
か
い
＿
て
あ
た
た
め
て
は
い
け
ま
せ
っ
と
も
身
近
か
な
広
報
に
す
る

る
も
の
で
、
盲
腸
の
先
に
あ
る
よ
う
、
回
虫
症
な
ど
が
あ
り
ま
ん
。
ま
た
下
剤
を
の
ん
だ
り
‘
た
め
に
、
読
者
参
加
の
記
事
を

虫
垂
が
炎
症
を
お
こ
し
た
も
の
す
が
、
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
浣
腸
な
ど
は
、
虫
垂
部
の
安
静
の
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

△
広
報
紙
は
、
み
な
さ
ん
の

で
す
。
ま
ず
上
腹
早
く
医
師
の
診
断
を
う
け
る
A

」
を
乱
し
、
た
い
へ
ん
危
険
で
す

関
心
の
つ
よ
い
問
題
を
わ
か
り

部
が
痛
み
、
し
だ
と
で
す
。
応
急
処
置
と
し
て
は
か
ら
、
乱
用
し
な
い
こ
と
。
血

や
す
く
解
説
し
た
り
、
身
の
ま

い
に
右
下
腹
部
に
ヒ
ザ
を
曲
げ
て
横
に
な
り
、
右
液
検
査
を
受
け
、
虫
垂
炎
で
あ

t
虫

垂

炎

の

疑

い

が

あ

っ

た

ら

る

こ

と

＼

わ

か

れ

は

、

す

く

手

わ

り

の

こ

と

を

共

に

考

え

る

記

綴

術

し

た

し

も

の

で

す

が

、

最

近

事
を
載
せ
る
の
が
よ
い
と
思
い

ま
す
。

移
る
と
同
時
に
、
下
腹
部
を
冷
や
し
ま
す
。
こ
れ
は
軽
い
も
の
は
化
学
療
法
な
ど

II

今
月
号
は
、
み
な
さ
ん
が

吐
き
け
、
嘔
吐
が
で
か
な
り
苦
痛
が
や
わ
ら
ぐ
は
で
よ
う
す
を
み
て
か
ら
治
療
方

あ
り
、
三
十
八
度
ず
で
す
。
あ
た
た
め
る
と
化
の
針
を
決
め
る
医
師
も
い
ま
す
。

編
集
長
II

と
い
っ
た
つ
も
り

i
 

か
ら
三
十
九
度
の
熱
が
出
ま
ぅ
が
進
み
ま
す
か
ら
、
虫
垂
炎

す

。

同

じ

よ

う

な

症

状

を

お

こ

一

の

疑

い

が

あ

る

と

ぎ

は

、

決

し

で

、

「

こ

ん

な

企

画

で

や

っ

た

ら
：
・
・
:
。
」
と
い
っ
た
「
声
」
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•
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ご
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-
●
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●
●
ー
．
ぎ
•
ー

•
•
-
0
．

雪
ー
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言

•
ー

•
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•
-
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ー
•
-
―
二
●

●
ー
•

•
•
-
―
•雲
ー
●

二
『
●
●
●
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•
•

を
お
よ
せ
く
だ
さ
い
。

△
そ

れ
で
は
—
|

ま
た
次
号

で。

マ
イ
カ
ー
の
レ
ジ
ャ
ー
利
用
を

自
し
ゅ
く
し
ま
し
ょ
う

緊
急
生
活
資
金
給
付
金
の

支
給
が
行
わ
れ
ま
す

9-
蝠`

一

｀
 

△
今
月
号
は
、

今
年
度
の
振
興
事

業
の
執
行
状
況
を

掲
載
し
ま
し
た
。

△

最

近

、

い

ろ

ん
な
も
の
が
不
足

す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
水
、
電


